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At a Glance（2026年3月31日現在）

当社グループは、交通、不動産、生活サービス、ホテル・リゾートを事業分野とする、当社、子会社130社、関連会社41社で構成されています。
地域コングロマリット経営により、長期的視点での「まちづくり」を手掛け、お客さまの生活に密着した事業を展開しています。

事業概況 セグメント別の情報は、事業別戦略 P.28、11か年財務データ P.65

ホテル・リゾート
1,393億円
（12.0%）

生活サービス
5,332億円
（45.9%）

営業収益
1兆861億円
（消去等 △763億円）

交通
2,269億円
（19.5%）

不動産
2,629億円
（22.6%）

ホテル・リゾート
97億円
（9.5%）

生活サービス
218億円
（21.3%）

営業利益
1,031億円
（消去等 ＋6億円）

交通
273億円
（26.7%）

不動産
435億円
（42.5%）

ホテル・リゾート
1,393億円（4.8%）

全社等
2,387億円（8.2%）

生活サービス
4,638億円（15.9%）

総資産
2兆9,228億円

交通
7,798億円
（26.7%）

不動産
1兆3,010億円

（44.5%）

規模指標と財務健全性
親会社株主に帰属する

当期純利益

870億円
前年比 ＋9.3%

有利子負債／
東急EBITDA倍率※1

6.1倍
前年比 ＋0.0P

※1  東急EBITDA ＝ 営業利益 ＋ 減価償却費 ＋  
のれん償却額 ＋ 固定資産除却費 ＋ 受取利
息配当 ＋ 持分法投資損益

日本格付研究所（JCR）
長期発行体格付

AA（安定的）
格付投資情報センター（R&I）

発行体格付

AA–（安定的）

重要指標
EPS※2

152.25円
前年比 ＋17.44円

※2  EPS ＝ 親会社株主に帰属する当期純利益 ÷  
発行済株式数（期中平均）

ROE※3

10.0%
前年比 ＋0.2P

※3  ROE ＝ 親会社株主に帰属する当期純利益 ÷  
自己資本（期中平均）× 100

ROA※4（総資産事業利益率）

3.7%
前年比 △0.1P

※4  ROA ＝ 事業利益 ÷ 総資産（期中平均）× 100 
事業利益 ＝ 営業利益 ＋ 上場会社を除く持分法
投資損益 ＋ 不動産事業等に係る受取配当

サステナビリティ
当社は、世界的なESG投資指数「FTSE4Good Index Series」の構成銘柄に3年

連続で選定されており、GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）が採用する全ての
国内株式ESG指数にも選定されています。また、国際的な非営利団体CDPが実施する
2025年度の調査において、最高評価である「Aリスト」企業に初めて選定されました。

3年連続選定 3年連続選定 5年連続選定

「Aリスト」初選定

ESG評価等の詳細は「外部評価」をご参照ください。  https://tokyu.disclosure.site/ja/186/

FTSEはこちら MSCIはこちら 

https://tokyu.disclosure.site/ja/186/
https://tokyu.disclosure.site/ja/186/
https://www.lseg.com/en/ftse-russell/indices/ftse4good
https://info.msci.com/l/36252/2025-03-26/y3mmbd/36252/1742971006rmR5g2mB/Terms_of_Use_for_ESGC_Index_Logos.pdf
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事業展開のフィールド

東急線沿線

0 2.5 5 km
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■東急線沿線17市区
東京都品川区、目黒区、大田区、世田谷区、
渋谷区、町田市、神奈川県横浜市神奈川区、
西区、中区、港北区、緑区、青葉区、都筑区、
川崎市中原区、高津区、宮前区、大和市

東急線
みなとみらい線
相互直通運転の地下鉄線
JR山手線
新幹線
その他のJR線、私鉄線
東急バス路線網範囲
※各路線の周辺500m圏内を表示

横浜

中央林間

こどもの国
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たまプラーザ

青葉台 日吉

武蔵小杉

二子玉川

溝の口
多摩川

大井町
自由が丘

三軒茶屋

下高井戸

大岡山

旗の台

川崎

田園調布

南町田グランベリーパーク

新宿

渋谷

五反田

目黒

中目黒

菊名新横浜

新綱島

元町･中華街

10km

20km

30km

40km

横浜

中央林間

こどもの国

長津田

蒲田

たまプラーザ

青葉台 日吉

武蔵小杉

二子玉川

溝の口
多摩川

大井町
自由が丘

三軒茶屋

下高井戸

大岡山

旗の台

川崎

田園調布

南町田グランベリーパーク

新宿

渋谷

五反田

目黒

中目黒

菊名新横浜

新綱島

羽田空港

東京

元町･中華街

10km

20km

30km

40km

地図は国土交通省国土数値情報ダ
ウンロードサイト（https://nlftp.
mlit.go.jp/ksj/）より行政区域デー
タ、鉄道データを加工して作成

特徴

2 国内有数の人気エリア
街・沿線ランキング 
上位10位ランクイン数

5駅※1・5沿線※2

住んでみたい街アンケート 
（2025年度）※1

順位 街（駅名）
1位 恵比寿
2位 品川
3位 自由が丘
4位 目黒
5位 横浜
6位 吉祥寺
7位 中目黒
8位 二子玉川
9位 表参道

10位 東京
※1  MAJOR7 マンショントレンド調査「住ん
でみたい街ランキング2025〈首都圏〉

※2  いい部屋ネット 街の住みここち沿線ラン
キング2024〈首都圏版〉 

3  経済圏の 
大きさ
沿線消費支出規模 

（推定）

9.7兆円
前年＋0.3兆円

2025年時点の「家計調
査」の消費支出と「住民
基本台帳に基づく人口、
人口動態及び世帯数」の
世帯数より推計

人口一人当たり所得

全国比  
約1.5倍

「2026年版個人所得指標」（株式
会社ゼンリンマーケティングソ
リューションズ）に基づき推計

1  人口の多さ・ 
人口密度の高さ

沿線人口

558万人
東京圏（1都3県）の約15%
（住民基本台帳2026年1月1日現在）

人口密度

11,313人/km2

東京圏（1都3県）の約4倍
総務省「住民基本台帳に基づく人口、人
口動態及び世帯数」、国土地理院「全国
都道府県市区町村別面積調査」に基づく。
2026年1月1日現在

沿線人口のピーク

2040年（推計）
人口動態 P.11

1  渋谷・山手エリア

渋谷の「働く・遊ぶ・暮らす」が融合する都市機
能と、都心アクセスに優れた良質な住環境が広がる
多様なエリア。
エリアの駅 渋谷・二子玉川・中目黒・自由が丘 等

2  田園都市エリア

当社のまちづくりが根付く「多摩田園都市」を含
む田園都市線沿線のエリア。住宅・商業・緑豊か
な環境が調和する。
エリアの駅 たまプラーザ・青葉台・南町田グランベリーパーク 等

3  東横エリア

横浜・みなとみらいの商業や観光地、再開発が
進む武蔵小杉・綱島を擁する東横線沿線のエリア。
東急新横浜線により利便性がさらに向上。
エリアの駅 武蔵小杉・綱島・新横浜・横浜 等

4  池上・多摩川エリア

大井町線・池上線・東急多摩川線などが通るエ
リア。リニア開業や新空港線計画を背景に、利便性
向上と開発機運の高まりが見込まれる。
エリアの駅 目黒・五反田・蒲田 等

東急線沿線は東京圏（1都3県）の西南部に位置し、東京圏人口の約15%が集積するエリアです。各エリアや街の特性に応じた個性的で魅力的なまちづくりを行っています。

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/
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事業展開のフィールド

渋谷エリア 渋谷の開発 P.21

渋谷エリアは、日本最大級の鉄道ターミナル「渋谷駅」を擁する当社グループの最重要拠点です。高い回遊性を備え、新たな文化を創出するまちづくりを進めています。 
東急線沿線外では、交通事業やホテル事業、空港運営事業などを展開し、また海外では沿線で培ったノウハウを活かした「まちづくり」に取り組んでいます。

渋谷マークシティ

スクランブル交差点

渋谷フクラス

渋谷ソラスタ

渋谷スクランブルスクエア 東棟

Shibuya Sakura Stage

渋谷ヒカリエ 渋谷ストリーム

渋谷スクランブル
スクエア西棟

渋谷スクランブル
スクエア中央棟

宮益坂地区
第一種市街地再開発

渋谷アクシュ

開発中物件
開業済み物件
東急不動産物件

渋谷駅周辺将来開発イメージ特徴

1 ターミナル拠点「渋谷駅」
乗り入れ社数・路線数

4社9路線
1日当たり乗降客数

約290万人（全国2位）※1

※1 2024年各鉄道会社公表データ

2 訪日外国人に人気
訪都外国人訪問先 
ランキング

第1位※2

（4年連続）
※2 東京都「令和7年 国・地域別

外国人旅行者行動特性調査」

3 エンターテインメントの集積・発信

4 高いオフィス稼働
渋谷区オフィス空室率

1.6%※3（都心5区平均1.8%）
※3 三幸エステート「オフィスマーケットレポート」。

2026年3月末時点

Bunkamura

Shibuya Upper 
West Project

セルリアンタワー

国内

運営関与空港

［北海道］
·バス事業、不動産事業（じょうてつ）
·空港運営事業（北海道7空港）
·百貨店事業（さっぽろ東急百貨店）
·ホテル事業 
（SAPPORO STREAM HOTEL 等）

［長野］
·交通事業（上田交通）
·百貨店事業（ながの東急百貨店）
·ホテル事業（白馬東急ホテル 等）

［伊豆］
·交通事業、不動産事業（伊豆急HD）
·ホテル事業 
（伊豆今井浜東急ホテル 等）

仙台空港

ホテル・会員制リゾート
部屋数

59店舗
11,649室

運営関与空港数
年間旅客数

10空港
39百万人

上記の他、沖縄等の拠点でも事業を展開

海外 海外での事業展開 P.23

［タイ王国］
·シラチャ（賃貸住宅事業）
·バンコク 
（分譲住宅事業、賃貸住宅事業、 
不動産管理事業）

［オーストラリア連邦］
·ヤンチェップ・ツーロックス地区 
（住宅開発事業、 
シティセンター開発事業）

［ベトナム社会主義共和国］
·ホーチミン市 ビンズン新都市 
（都市開発事業、不動産管理事業、
交通事業）

·ホーチミン市 他 
（都市開発事業、オフィス賃貸事業）

ビンズン新都市 開発エリア空撮
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事業展開のフィールド

東急線沿線の人口動態
東急線沿線の総人口は、1都3県が減少局面を迎える中にあっても2040年まで引き続き増

加すると推計されています〔図1〕。なお、生産年齢人口（15～64歳）については、1都3県で

は2025年頃がピークとされるものの、東急線沿線においては2030年がピークと推計されて

います〔図2〕。エリア別に見ると、「渋谷・山手」「東横」「池上・多摩川」の3エリアではいず

れも2040年以降に人口のピークが到来すると推計される一方、「田園都市」エリアについては

2030年をピークに減少に転じると推計されています〔図3〕。このような推計を念頭において、

人口の誘致・長期維持と関係人口〔図4〕の拡大を両輪として、引き続き東急線沿線の活力の

維持・向上に資する取り組みを推進していきます。

〔図１〕総人口の将来推計

ピーク 2025年

（%）

2025 2030 20402035 2045 2050（年）

東急線沿線17市区
ピーク 2040年582万人（推計）

1都3県
全国

80

90

100

110

2020

〔図2〕生産年齢人口（15～64歳）の将来推計
（%）

2020 2025 2030 20402035 2045 2050（年）

全国

60

70
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90

100

110

ピーク 2025年

東急線沿線17市区
ピーク 2030年

1都3県

〔図3〕エリア別総人口の将来推計
（%）

2020 2025 2030 20402035 2045 2050（年）

渋谷・山手エリア

田園都市エリア

東横エリア
池上・多摩川エリア

95

100

105

110
はピーク

【渋谷・山手エリア】東京都目黒区、世田谷区、渋谷区
【田園都市エリア】東京都町田市、神奈川県横浜市緑区、青葉区、都筑区、川崎市高津区、宮前区、大和市
【東横エリア】神奈川県横浜市神奈川区、西区、中区、港北区、川崎市中原区
【池上・多摩川エリア】東京都品川区、大田区
出所〔図1～図3〕：「日本の地域別将来推計人口（令和5（2023）年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）より作成
※総人口、生産年齢人口、エリア別総人口は、いずれも2023年に推計した数値であり、2020年を100として比較した値。図中の点線は予測値を示す。

〔図4〕関係人口（昼間人口）
（万人）

1995 2000 2005 20152010 2020（年）

450

400

500

550

600

出所： 国勢調査（総務省：各年の国勢調査における「従業地・通学
地」）より作成

東急線沿線の人口は2040年まで増加が続くと推計されています。
当社は再開発や多様なサービス提供を通じて、人口誘致と関係・交流人口の拡大に取り組み、沿線の活力を持続的に高めていきます。

東急線沿線の再開発プロジェクトと住み替え循環の創出
当社は再開発等のプロジェクトを推進するとと

もに、沿線内の住み替え循環においては「東急沿

線の仲介」や「住まいと暮らしのコンシェルジュ」

との連携を強化しています。 多様な住み替えニー

ズに対応することでフィービジネスの機会を獲得

しつつ、住宅ストックの更新と沿線への人口流入

および定着の促進を図り、事業成長と沿線価値向

上の両立を目指します。

沿線では複数の開発計画が進捗中（ 重点施策の進捗  P.22  ）であり、交通結節機能の向上や商

業機能、子育て支援機能などの機能集約により、魅力あるエリアを目指していきます。

住み替え循環創出のイメージ

流入 流入

東急線の駅

都市型住宅

地域内戸建

住まい相談・
売却・住み替えサポート

住まいと暮らしのコンシェルジュ
 https://www.tokyu-sumaitokurashi.com/

東急沿線の仲介
 https://www.109rer.com/

子育て・学生応援 東急スクラムプロジェクト
2025年2月、当社は少子化対策や子育て世帯におけ

る課題に対応するため、東急線沿線の子育て世帯・学

生を支援するプロジェクトを立ち上げました。2025年

3月には、東急線の通学定期旅客運賃を平均30%値下

げしたほか、交通・学び・お出かけ・暮らし・文化体験

など、東急グループ内の多岐にわたるノウハウやアセッ

トを活用し、住み続けたくなる沿線の実現を目指します。

2026年4月には、子ども・子育て応援ポータルサイト「とうきゅうこどもっと」を開始し、Web

ページとインスタグラムで東急グループの子育て情報やサービスを提供しています。
とうきゅうこどもっと  https://www.tokyu.co.jp/special/kodomotto/

インスタグラム版「とうきゅうこどもっと」

https://www.tokyu-sumaitokurashi.com/
https://www.tokyu-sumaitokurashi.com/
https://www.109rer.com/
https://www.109rer.com/
https://www.tokyu.co.jp/special/kodomotto/
https://www.tokyu.co.jp/special/kodomotto/
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